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大会第一日目は13時40分、大会の熱戦を予期してか、
天候は曇り、ジッとしていれば少し肌寒く野球をする
には絶好のコンディションとなった開会式のグラン
ド。入場曲と共に各チームのプラカードを先頭に選手
が行進し会場入場。第９回大会優勝の東京地本チーム
を代表して宮崎東京地本教宣部長の優勝旗返還に続
き、薮野選手・東京地本Ｂチーム（横浜支部）の力強
い宣誓で第10回軟式野球大会は始まった。

＜予選結果＞
Ａブロックは、東京地本Ａ（新橋）と秋田が１勝
１引き分けで同率首位のため抽選！選手によるく
じ引きの結果、東京地本Ａ（新橋）が勝利し決勝
へ、秋田は惜しくも三位決定戦へ！
Ｂブロックは、２勝した長野が首位で決勝進出
を決定するものの、他の４チームが１勝１負で
並び、史上初めての４チームによる抽選に突
入！勝利の女神が微笑んだのは東京地本Ｂ（横
浜）で３位決定戦へ！
＜三位決定戦＞
三位決定戦選は、抽選により勝ちあがった東京
地本Ｂ（横浜）と抽選で涙を呑んだ秋田の激突。
抽選の勢いに勝る東京地本Ｂ（横浜）が完封にて
勝利し、野球の勝負にて見事三位を勝ち取る！
＜決勝戦＞
決勝戦は、連勝で波に乗る長野地本と、抽選に
て勝利し勢いづく東京地本Ａ（新橋）の強豪チ
ームの激突。年齢的にシニアに突入している長
野地本・原投手の３連投が心配されるものの下
馬評をものともせず、見事投打で勝る長野地本
が完封勝利にてＶをゲットした。

第１０回国労東日本本部軟式野球大会は、５月１２～３日の二日間に渡り、さいたま市・東京健保組合大宮運動
場にて各地方本部より１０チームの参加で開催。予選から白熱したゲームを制し見事優勝旗を手にしたのは、長野
地本チーム（第５回大会以来８年ぶり２度目）。また、個人賞では第１０回記念賞を含め、長野地本・原正一選手
（５７）がシニアパワーを発揮し、見事４冠を達成！公式的（？）にはケガ人も無く、国労東京野球審判団、大会役
員の努力により成功裏に終了した。

最優秀選手賞　原正一（長野地本）/最優秀投手賞　原正一（長野地本）/打撃賞　原正一（長野地本）/敢闘賞　大山雅之（東京新橋支
部）/以下１０回大会記念賞・・トリプルプレー賞　盛岡地本/優勝監督賞　東澄人（長野地本）/準優勝監督賞　有里正一（東京新橋支
部）/ノーヒットノーラン　原正一（長野地本）/ホームラン賞　沖浦雄一・橋詰徹（長野地本）、門倉敏春・才田安則（東京新橋支部）
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優勝－長野地本

準優勝－東京・新橋支部

３位－東京・横浜支部



国労議員団関東ブロック（水戸、千葉、東京、高崎、
新潟、長野の各地本議員）の総会は、４月24日から25日
まで長野県千曲市で開催されました。
当日は、議員が13名、各地本の代表４名そして、東日

本本部より委員長、書記長の出席で、合計19名が集まり
ました。
東日本本部佐藤委員長の挨拶、議員団長の小林正蕨市

議の挨拶、開催地本の挨拶を受け東日本本部伊藤書記長
より、①ILO勧告履行を求める議会の取り組み、②JR東
日本会社と国労東日本本部の情勢報告、③国労の「検証
と提言」について、それぞれ報告を受け議員各自からの
質問・意見の交換を行いました。
その後、参加各議員から自分の自治体での課題や問題、
議会活動の報告を出し合いました。とりわけ、しなの鉄
道の第三セクター問題や首都圏駅でのバリアフリー推進
の取り組み、地方議会での「意見書」の取り組み、鉄道
の安全対策などについての発言があり、さらに意見書採
択に向け頑張ることを確認しました。
24日投開票の飯田市の下平さんの２回目当選の報告が

入り、４月17日の白河市の石名国光さんの初当選と合わ
せ、４月は２名の国労議員団の仲間か新たに増えました。
２日目の25日は、自動車出身の清水小諸市議のマイク

ロバスで、長野松代の大本営地下壕を地元の原山さんの案内
で見学し、戦後60年、あらためて平和と反戦の闘いを確認し
ました。

ＪＲ福知山線の脱線・転覆事故は、ＪＲ発足以来の大惨
事となった。すでに国労本部は、「声明」を発しているが、
鉄道事業に働く労働者・労働組合として無念さと責任を痛
感している。
事故の原因は、警察および国土交通省航空・鉄道事故調

査委員会による調査が行われている最中であるが、直接的
な原因究明はもちろん、その背景にさまざまな要因につい
ても徹底的な究明が必要である。
国労は、この間ＪＲ各社に対し、「安全・安定輸送の確

立」を一貫して求めてきたが、この事故を契機に、あらた
めて再発防止に向けた取組みを行うことが重要であり、そ
のことが、犠牲になった被害者に報いる唯一の道でもある。
こうした視点に立ち、国労東日本本部としても、５月１

４日各地方業務部長会議を開催し、この間取り組んできた
「仕事総点検運動」を基軸にすえた取組みとして、以下の

来年度は、水戸地本を確認し解散しました。
議員団事務局長　　新宿区議　　河野達男

内容で「安全総点検運動」を行い東日本会社に提出する事
を意思統一した。

調査集約　　2005年６月末日（必着）
※各職場は地方本部の指示の下、取り組んでください。

国労議員団関東ブロック総会


